
松川村

安安曇野市 松本市

筑北村

⿇績村

千曲市

⻑野市

⽣坂村

大町市

明科⼯業団地

林中⼯業団地

島新⽥⼯業団地

上緑町⼯業団地

(株) ⼤町事業所跡地

アルプスパノラマ⼯業団地

東洋紡 ( 株 ) ⼤町⼯場跡地

明科⼯業団地

林中⼯業団地

⿃川⼯業団地

島新⽥⼯業団地

上緑町⼯業団地

⻘⽊花⾒産業団地

オリンパス (株) ⼤町事業所跡地

アルプスパノラマ⼯業団地

東洋紡 ( 株 ) ⼤町⼯場跡地
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148

オ

1148

安曇野 IC安曇野 IC

⿇績 IC⿇績 IC

⼤町市役所⼤町市役所

安曇野北 IC安曇野北 IC

※⼈⼝増減︓H27国勢調査

⻘⻘
整備前︓H27交通センサス混雑期の
    平均旅⾏速度で算出
整備後︓旅⾏速度 60km/ｈで算出

松川村30分圏域
拡⼤エリア

整備前
整備後
⼤町市内
松⽷道路
⾼速道路
国道
主要地⽅道
⼀般県道

凡 例

◆⾼速道路からの30分圏域の拡⼤

7.2%
8.1%
3.3%

60.3%

11.3%

6.1%

0.3%
2.0% 1.4%

歩⾏者事故
⾃転⾞事故
⾞両相互（正⾯衝突）
⾞両相互（追突）
⾞両相互（出会い頭）
⾞両相互（右折）
⾞両相互（左折）
⾞両相互（その他）
⾞両単独

凡 例

148
147

上
⼀
北
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

南借⾺交差点

⼤⿊町交差点

南原町交差点

旭町交差点

上⼀北交差点

主な事故要因のグラフ区間

※死傷事故率︓⾃動⾞の⾛⾏距離の総和あたりの
       死傷事故発⽣件数
資料︓ITARDAデータ（H22-H25）をもとに作成

147

148

【⼤町市街地拡⼤図】【⼤町市街地拡⼤図】

300-
100-300

-100

死傷事故率 (H16-26)
単位︓件 /億台 km

凡 例

◆国道の主な事故要因

⼤町市街地では、特に交差点の死傷事故率が⾼く、
追突事故が主な事故原因を占めています

上
⼀
北
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

旭
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

旭
町
交
差
点

旭
町
交
差
点

旭
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

上
⼀
北
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

俵
町
⼀
丁
⽬
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

⽊
崎
湖
⼊
⼝
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

南
借
⾺
交
差
点

旭
町
交
差
点

旭
町
交
差
点

旭
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

南
原
町
交
差
点

⼤
町
市
役
所

⼤
町
市
役
所

30- ㎞/h
20-30㎞/h
10-20㎞/h
-10㎞/h

速度低下
凡 例◆現道における速度低下

※速度低下︓60km/h（⽬標速度）－年平均旅⾏速度 km/h（⺠間プローブデータ、H28.4 〜 H29.3）

現在

将来

凡 例

現在15分カバー圏
現在30分カバー圏
現在60分カバー圏
⾼速道路（現在）
地域⾼規格道路
     （現在）

⾼速道路（将来）
地域⾼規格道路
     （将来）

将来15分カバー圏
将来30分カバー圏
将来60分カバー圏

松本⽷⿂川連絡道路により⾼速交通ネット
ワークへの 15分、30分アクセス範囲が拡⼤
します

中信地域から北陸⽅⾯へは、⾼速交通
ネットワークの空⽩地域が存在します

⼤町市街地内の国道 147 号・148 号は速度低下が発⽣しています。特に交差点部の
速度低下が顕著です

⼤町市街地内の国道 147号・148 号で交差点の死傷事故率が⾼くなっています⼤町市街地部から⾼
速道路（⻑野道）まで
の移動に時間が掛
かっています

⼤町市街地部を通過するだけの交通が転換されることにより、速度低下の改善が期待でき
ます

⼤町市街地部を通過するだけの交通が転換されることにより、交通事故の減少が期待
できます

全体の計画が完成すると
安曇野北 IC（仮）までの移
動時間が短縮します。これ
により各⽅⾯への移動時
間短縮と定時性の確保が
期待できます

現状と課題

現状と課題

現状と課題

現状と課題

効 果

効 果

効 果

効 果

 ⾼速交通ネットワークの空⽩地域の解消

 速度低下の改善

 交通環境の改善  移動時間短縮と定時性の確保

▲

▲
▲▲

国道 147号 ,148 号︓⼤町市街地区間
（南借⾺交差点〜上⼀北交差点



松本⽷⿂川連絡道路沿線の産業誘致が期
待されます

多くの⼯業団地は、ICから概ね15分でアクセ
ス可能な10㎞以内に⽴地しています。ICに隣
接していることは、産業発展に重要な条件です

松本⽷⿂川連絡道路により、観光の周遊性やアクセスの向上などが図られ、県全体の
観光地の魅⼒向上が期待されます

●⻑野県から発出される 98.8％がトラックによる輸送です
●県外へ発出するトラックのうち、⾼速道路を利⽤する割合は⾼い（全国 10位）です
●⾼速道路が県内の物流を⽀えています

●南関東と東海地域で 52.6％を占めています
●⽐較的遠⽅の近畿地域でも 15.7％
●北陸地域は隣接しているが 4.6％と少ないです

⇒北陸地⽅との連携・⾼速ネットワークの構築により新たな産業の創出、地域産業の
振興と雇⽤の創出が期待できます

●最も多いのが南関東地域の 39.4％です
●次いで北陸地域の 16.7％です

⼤北地域及び安曇野 IC 北側の⼯業
団地の⽴地が少ない状況です

観光地の課題として交通アクセスに関する意⾒を挙げる旅⾏会社が多い

効 果
効 果

現状と課題

松本⽷

現状と課題

 産業の活性化（⼯業団地の誘致）  広域的な周遊ルートの確保

■⻑野県のモノの流れから⾒た現状と課題

■県全体の観光地に対する課題（旅⾏業者アンケート）

▲ ▲

南関東
32.1%

東海
20.5%

北関東
17.9%

5.0%
近畿

15.7%

北陸4.6%
東北4.2%

その他

南関東
39.4%

北陸北陸
16.7%16.7%

東海
16.3%

近畿
11.5%

北関東
12.9%

その他3.2%

南関東地
域の 16.

北陸地域への⾼速交通ネットワークが不⾜

北陸地域への⾼速道路利⽤の潜在ニーズがある

更埴 IC

佐久 IC

更埴 JCT

佐久⼩諸 JCT

岡⾕ JCT

豊⽥飯⼭ IC

上⽥菅平 IC

妙⾼⾼原 IC
中郷 IC

上越 JCT

⽷⿂川 IC

安曇野 IC

信濃町 IC

塩尻北 IC

松川 IC

飯⽥⼭本 IC

伊那 IC

松本 IC

⻑野 IC

現在15分カバー圏
現在30分カバー圏
⾼速道路（現在）
地域⾼規格道路（現在）

⼯業団地

⾼速道路（将来）
地域⾼規格道路（将来）

凡 例
53%

21%

15%

4% 1% 2% 4%

0～5km以内 5～10km以内
10～20km以内 20～30km以内
30～40km以内 40～50km以内

74％74％

ポイントポイント

⼯場⽴地とICの関係
東洋紡⼤町⼯場跡地

上緑町⼯業団地

明科⼯業団地

⻘⽊花⾒⼯業団地
島新⽥⼯業団地

三⽥⼯業団地
⿃川⼯業団地

（H27物流センサスをもとに作成） 県内の年間観光地利⽤者数及び順位の出典
︓H29観光利⽤者統計調査結果（⻑野県観光部）

⻑野県観光戦略2018（⻑野県観光戦略推進本部）（⻑野県観光部HPより)

「交通アクセスの悪さ」、「⾃然以
外の観光素材の⽋如」、「情報発信
の弱さ」を挙げる旅⾏会社が多い

⻑野県観光戦略2018（⻑野県観

「交通アクセスの不便さ」、「著名
観光地以外の情報不⾜」を課題に
挙げる旅⾏会社が多い

戦略推進本部）（⻑野県観光部HPより)

半数以上の旅⾏会社が、「交通の
アクセスの充実」、「施設の改修」、

「飲⾷の改善」が必要と捉えている

部））部）部）部）部）

更埴 JCT

豊⽥飯⼭ IC

上⽥菅平 IC

中郷 IC

⽷⿂川 IC

安曇野 IC

信濃町 IC

塩尻北 IC

松本 IC

⻑野 IC

⽩⾺⼭麓（2,156 千⼈）⽩⾺⼭麓（2,156 千⼈）

安曇野穂⾼温泉郷（1,664 千⼈）安曇野穂⾼温泉郷（1,664 千⼈）

ほりがね道の駅・楡の⾥（833 千⼈）ほりがね道の駅・楡の⾥（833 千⼈）

安曇野湧⽔郡（1,616 千⼈）安曇野湧⽔郡（1,616 千⼈）

⿊部ダム（937 千⼈）⿊部ダム（937 千⼈）

仁科三湖（734 千⼈）仁科三湖（734 千⼈）

烏川渓⾕（716 千⼈）烏川渓⾕（716 千⼈）

上⾼地（1,226 千⼈）上⾼地（1,226 千⼈）

21 位

15 位

22 位

23 位

6 位

9 位

10 位

凡 例

観光施設
将来15分カバー圏
将来30分カバー圏
将来60分カバー圏
現在15分カバー圏
現在30分カバー圏
⾼速道路（現在）
地域⾼規格道路（現在）
⾼速道路（将来）
地域⾼規格道路（将来）

【⾼速道路を利⽤するトラック輸送地域別割合】

【⾼速道路を利⽤しないトラック輸送地域別割合】

●旅⾏先に選択されない理由 ●観光地としての課題 ●泊まりたくなる宿泊地を増やす⽅策

交通アクセスが悪い

⾃然以外の
観光素材が乏しい

情報発信が弱い

富裕層向け
コンテンツが少ない

他県と差別化できる
魅⼒が乏しい

0（％） 20 40 60 80

アクセスが不便

著名観光地以外の
情報不⾜
情報不⾜

富裕層向け
コンテンツ不⾜

古い宿泊施設が多い

料理が悪い

施設の
バリアフリー化不⾜

0（％） 20 40 60 80

交通アクセスの充実

施設の改修

飲⾷の改善
着地型観光メニューの

充実

温泉施設の⾒直し

体験メニューの充実

遊戯施設の充実

0（％） 20 40 60 80



松本⽷⿂川連絡道路により、
⼤北地域の医療施設へのアク
セス性の向上が期待されます

《第⼆次医療施設》
 ⼊院を要する救急医療を担う
 医療機関（第三次医療施設以外）
《第三次医療施設》
 救命救急医療機関

⼤北地域の医療環境の充実が
望まれています

安曇野 IC 以北の市⽴⼤町総合病院は⻑野⾃
動⾞道から 30分圏内に⽴地していません
市⽴⼤町総合病院以北には、⽷⿂川まで第⼆
次医療施設が存在しません

効 果

現状と課題

 医療施設へのアクセス性の向上

▲

 救急医療機関への搬送時間の向上

▲

 救急医療機関への所要時間の短縮事例

▲

〈⽯巻⾚⼗字病院への救急搬送の⽀援〉

〈登⽶市役所から⽯巻⾚⼗字病院への救急搬送時間〉

【⽬標とする救急搬送時間の⽬安】
【参考】⽯巻⾚⼗字病院への
      救急搬送件数の推移

⼆

更埴IC

佐久 IC

更埴 JCT

佐久⼩諸 JCT

岡⾕ JCT

豊⽥飯⼭ IC

上⽥菅平 IC

妙⾼⾼原 IC
中郷 IC

上越 JCT

⽷⿂川 IC

安曇野 IC

信濃町 IC

塩尻北 IC

松川 IC

飯⽥⼭本 IC

伊那 IC

松本 IC

⻑野 IC

現在15分カバー圏
現在30分カバー圏
⾼速道路（現在）
地域⾼規格道路（現在）

第三次医療施設
第⼆次医療施設

⾼速道路（将来）
地域⾼規格道路（将来）

凡 例

市⽴⼤町総合病院

安曇野⾚⼗字病院

北アルプス医療センター
あづみ病院

相澤病院
（第三次医療施設）

信州⼤学付属病院
（第三次医療施設）

麻績村

小川村

白馬村

筑北村

青木村

生坂村

松川村
池田町

千曲市

上田市

大町市

大町市

安曇野市

大町市

長野市

松本市安曇野市

池

市⽴⼤町総合病院

北アルプス医療センター
あづみ病院

信州⼤学医学部
付属病院

⻑野県⽴こども病院
（周産期⺟⼦医療センター）

市⽴⼤町総合病院

北アルプス医療センター
あづみ病院

信州⼤学医学部
付属病院

⻑野県⽴こども病院
（周産期⺟⼦医療センター）

北アルプス広域
消防本部

北アルプス広域
消防本部

凡 例
三次救急医療機関
⼆次救急医療機関
消防本部
消防署

三次︓救命救急医療
⼆次︓⼊院治療を要する
   救急医療

⾼速道路
国道
主要地⽅道
⼀般県道

長野市
⼤町市〜信州⼤学医学部付属
病院ヘの所要時間約６５分
(H22センサス旅⾏速度)

救急医療施設は、
松本市に多く⽴地

148

147

・救急搬送の場合、搬送先は信州⼤学医学部付属病院や慈泉会相澤病院が多い。
・国道 148号や国道 147 号を利⽤して松本市まで搬送する。

・県⽴こども病院は、県内唯⼀の周産期⺟⼦医療ｾセンターであり、周産期搬送は⼀般の救急
搬送よりも危険度が⾼く、道路整備と救命率向上の関係性は⼤きい。

・ドクターヘリは天候に左右されやすく、常時使えるわけではないため、⾼規格道路の整備
によって道路の凸凹が減ることで、搬送中の治療が安定し、救命率の向上が期待できる。

資料︓Ｈ25.1.北アルプス広域消防本部へのヒアリング調査

資料︓Ｈ25.1.県⽴こども病院へのヒアリング調査

松本

松本

松本

⼤北

⼤北

松本 ⼤北

上⼩ 松本

松本 ⼤北

松本

松本

⼤北

⼤北

0

⼩児の⼊院医療

急性⼼筋梗塞の⼊院は
75％程度、2次救急は
20％弱の割合で
松本区域へ依存

２次救急

糖尿病の外来

急性⼼筋梗塞の⼊院

回復期リハビリ病棟

脳卒中の急性期リハ

がんの外来

がんの⼊院

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
％

・多くの診療分野について、隣接する松本区域へと流出する傾向にあります。特に回復期・
⼩児の⼊院の流出割合が⾮常に⾼い状況です。

上⼩  松本  ⼤北  ⻑野  その他県内  県外

◆⼤北地域周辺の
     ⾼次医療機関の分布

◆ヒアリング調査結果

◆患者の流出⼊の状況（2013 年度診療分、国保と後期⾼齢のレセプトによる分析）

＜搬送に国道１４７号・１４８号を利⽤＞

＜区域内居住者の受診先の所在地＞

＜救命率の向上に期待＞

栗原市

緊急退出路

復興⽀援道路 みやぎ県北⾼速幹線道路  

⽯巻
⾚⼗字病院

登⽶市

60分→43分

17分 短縮

60分（死亡率95％）⇒ 43分（死亡率70％）

17分の時間短縮により、死亡率が25％低下

●カーラーの救命曲線によると、多量出⾎患者は受傷か
ら 60 分以内に適切な処置を受けることを⽬標⽬安と
している。

●救急⾞両の⼯程
を踏まえると、搬
送時間に避ける
時間は 40 分程度
である。

●以上より、40 分
以内の搬送を⽬
標値として設定
する。

〈算定条件〉
●「道路時刻表（国⼟交通省）」により算定
●整備後とは、「県北Ⅱ期（中⽥⼯区）完成」
まで

●「みやぎ県北⾼速幹線道路︓60㎞ /ｈ」に
て試算
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出典︓宮城県ホームページ

◆宮城県 地域⾼規格道路 みやぎ県北⾼速幹線道路



︓⾼速道路
︓国道
︓主要地⽅道
︓⼀般県道

︓松本⽷⿂川連絡道路
凡 例

国道国道1919号号
ルートルート

⻑野⾃動⾞道⻑野⾃動⾞道
ルートルート

⻑野地域

松本地域

信州⼤学信州⼤学医学部
附属病院附属病院

⻑野⾚⼗字⻑野⾚⼗字病院

市⽴⼤町総合病院市⽴⼤町総合病院

松本⽷⿂川松本⽷⿂川
連絡道路連絡道路

経由ルート経由ルート

⼤北地域

⻑野⼤町線⻑野⼤町線
（オリンピック道路）（オリンピック道路）

国道国道147147号号
ルートルート

松本⽷⿂川連絡道路を経由するルートが、災害時などの代替ルートと
なります

松本⽷⿂川連絡道路により、災害時の広域的な連携が強化
されます。 ●災害時の広域的なルートの代替性向上が期待さ

れます
●救急救命活動の迅速化が期待されます
●⽀援部隊や⽀援物資を円滑・迅速に輸送する経
路の確保が期待されます

●⾸都圏・東海地⽅など、近隣地域への災害⽀援道
路としての活⽤が期待されます

●⽇本海側の北陸道や関越道の交通量増加
●被災後に通⾏が制限された太平洋側の⾼速道路の代替
として、⽇本海側や⻑野県内の⾼速道路が物資の輸送
ルートとして機能

緊急⾞両⾛⾏のために開放
された太⽥桐⽣ IC付近
（東⽇本⼤震災時）

円滑・迅速な救急輸送
（東⽇本⼤震災時）

※NEXCO東⽇本 2016 冬号ニュースレターより

出典︓H22国⼟交通⽩書

距離、所要時間、道路構造の信頼性の観点から、災害時の代替
ルートは不⼗分です
事故や⼤雪時など、⻑野⾃動⾞道の安曇野 IC〜更埴 IC 間が通
⾏⽌めとなることもあり、安曇野 IC周辺が渋滞することがあり
ます

効 果

●災害時の

効 果

現状と課題

 災害時の代替路確保

■広域交通ネットワークの構築による整備効果

【参考】道路整備による効果事例

▲

【災害復旧にかかわる事例】

■⾼速交通ネットワークの整備による代替路確保
◆東⽇本⼤震災前後における道路交通量の変化

東海

北陸

⾸都圏

中京・近畿

茨城空港茨城空港茨城空港

新潟空港新潟空港新潟空港

能登空港能登空港能登空港

新潟港新潟港新潟港

成田国際空港成田国際空港成田国際空港

東京国際空港東京国際空港東京国際空港

中部国際空港中部国際空港中部国際空港

名古屋空港名古屋空港名古屋空港

富士山静岡空港富士山静岡空港富士山静岡空港

横浜港横浜港横浜港

三河港三河港三河港

名古屋港名古屋港名古屋港 清水港清水港清水港

敦賀港敦賀港敦賀港

福井港福井港福井港

金沢港金沢港金沢港

富山新港富山新港富山新港

富山空港富山空港富山空港

信州まつもと空港信州まつもと空港信州まつもと空港

小松空港小松空港小松空港

直江津港直江津港直江津港

高崎高崎高崎

大宮大宮大宮

東京東京東京甲府甲府甲府

新潟新潟新潟

佐久佐久佐久松本松本松本

上田上田上田

長野長野長野

飯山飯山飯山

飯田飯田飯田

静岡静岡静岡

浜松浜松浜松

伊那伊那伊那

上越上越上越

富山富山富山

金沢金沢金沢

敦賀敦賀敦賀

名古屋名古屋名古屋
大阪大阪大阪

黒
部
宇
奈
月
温
泉

黒
部
宇
奈
月
温
泉

黒
部
宇
奈
月
温
泉

高岡高岡高岡

高山高山高山

中津川中津川中津川

福井福井福井

糸
魚
川

糸
魚
川

糸
魚
川

凡 例

北陸新幹線
リニア中央新幹線
新幹線・幹線鉄道
⾼規格幹線道路等


